
 

繁殖和牛の改良促進と子牛飼育の技術向上支援 

八頭農業改良普及所 

 

１．取組の背景 

かつて、鳥取県東部の智頭町は全国に和子牛を供給する有名な産地であった。しか

し、近年は農家の高齢化に加えて、繁殖牛の改良の遅れや和子牛の育成技術の低さに

よる子牛価格の低迷により廃業する農家も多く、衰退が顕著であった。 

そこで、繁殖牛改良の推進と子牛育成技術の改善支援を行い、産地として復興する

ことを目指し、普及活動を展開した。 

 

２．活動内容 

（１）育種価
いくしゅか

情報、せり成績表の提供 

平成 22 年度から生産者に飼養されている繁殖牛の血統調査を開始し、毎年算出さ

れる繁殖牛の産肉能力を示す「育種価」に関する情報（図 1）を生産者に提供し、改

良が遅れている生産者に対しては順位の低い牛から淘汰するように助言した。平成 23

年度からは、せり時の体測を開始して体測値（体高、胸囲、腹囲）、価格指数(せり価

格/せり平均価格)およ

び日齢体重（体重/日

齢）を表（図 2）にし

て生産者に提供し、必

要に応じて交配する精

液および子牛の飼養管

理について指導した。            図 1 育種価情報 

図 2 せり成績表 
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（２）定期的な発育確認 

平成24年度には3戸の農家で定期的な発育確認と

して延べ 14 回、142 頭の子牛について体測（体高、

胸囲、腹囲）を行い、結果を表（図 3）とグラフ（図

4）で示し、そのつど飼養管理について指導した。 

       

 

 

 

 

 

図 3 体測結果表           図 4 体測結果グラフ 

（３）和牛通信の発行 

 平成 20 年度から JA

と協力して、せり情報

や JA 鳥取いなば管内

のトピックス等を掲載

した「和牛通信」（図 5）

を発行しており、平成 24

年度は 2回発行し、和牛

飼養農家、市町村、関係

機関へ送付した。 

図 5 「和牛通信」（抜粋） 

 

３．具体的な成果 

（１）育種価の低い繁殖牛が淘汰され育種価順位下位1/3の割合が平成21年度の47％

から平成 24年度には 24％と減少し、繁殖牛の改良が進んだ(図 6、7)。 

 

 

 

 

 

 図 6 智頭町における育種価順位の推移     図 7 育種価順位下位 1/3 の割合の推移 
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（２）平成 21年度に去勢 0.95、雌 0.85

であった価格指数が平成 24 年度には

去勢 0.99、雌 1.00 と上昇した(図 8)。 

 

 

 

 

図 8 価格指数の推移 

 

４．農家からの評価・コメント（智頭町Ａ氏） 

 せり成績表は自分のせり成績が一目でわかる「牛の通信簿」として、繁殖牛の交配、

子牛の育成技術の参考とさせてもらっている。育種価情報も繁殖牛の更新の際に参考

にさせてもらっており、改良も進んだ。 

 

５．現状・今後の展開等 

（１）繁殖牛改良のさらなる推進 

 育種価順位下位1/3の割合が平成21年度の47％から平成24年度には24％と減少し、

繁殖牛の改良が進んだ。しかし、農家によっては繁殖牛の更新が進まず、育種価順位

の低い繁殖牛が飼養されている。最新の育種価情報、せり成績情報を提供しながら、

個別対応により農家個々の事情に対応した更新を勧め、繁殖牛の改良をさらに促進し

ていく必要がある。 

（２）子牛育成技術の改善支援 

 せり時の日齢体重は年々増加しているが、去勢 1.06、雌 0.98 と鳥取和牛育成技術

マニュアルで推奨されている去勢 1.10、雌 1.00 に達していない。また、せり時の体

高が公益社団法人全国和牛登録協会の発行している「黒毛和種標準発育曲線」の標準

値以下の子牛が 30％となっている。せり時の体測を継続するとともに育成段階におけ

る定期的な発育確認（体測）による原因究明などを行い、育成技術の向上を図る必要

がある。 

（３）JA鳥取いなば全体での取り組みへ 

 平成 22年度から 24年度まで智頭町で繁殖牛の改良推進と子牛育成技術の向上につ

いて支援して一定の効果が見られたので、平成 25年度からは JA 鳥取いなば全体の取

組として支援している。 

 

（執筆者：山根 法明） 
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